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知
立

市
公
平
委
員
会

の
委
員
の
服

務
の
宣

誓
に
関

す
る
条
例

の
一

部
を
改

正
す

る
条
例
案

新
旧
対
照
表
 

（
議

案
第
３
号
、
参

考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

様
式
第
１
（
第
２
条

関
係
）
 

様
式

第
１
（

第
２
条

関
係
）
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/
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知
立

市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条

例
の
一

部
を
改
正

す
る

条
例

案
新
旧
対
照
表
 

（
議

案
第
４
号
、
参

考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
記
様
式
（
第
２
条

関
係
）
 

別
記

様
式
（

第
２
条

関
係
）
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知
立

市
職
員
の
公
益

的
法
人
等
へ

の
派
遣

等
に
関

す
る
条
例

の
一

部
を
改

正
す

る
条
例
案

新
旧
対
照
表
 

（
議

案
第
５
号
、
参

考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
趣

旨
）
 

（
趣
旨

）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例

は
、
公
益
的
法
人
等
へ

の
一
般
職
の
地
方

公
務
員
の

派
遣
等

に
関
す

る
法

律
（

平
成
1
2
年
法
律

第
5
0
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

２
条

第
１
項

及
び
第

３
項

、
第
５

条
第
１
項
、
第
６
条
第

２
項
、
第
９
条
、
第
1
0
条
第
１
項

及
び
第

２
項
並

び
に

第
1
2条

第
１
項

の
規
定
に
基
づ

き
、
公
益
的

法
人
等
へ

の
職
員
の

派
遣
等

に
関
し

必
要

な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る

。
 

第
１

条
 
こ

の
条
例

は
、
公
益
的
法

人
等

へ
の
一

般
職
の
地

方
公
務
員
の

派
遣

等
に
関
す

る
法
律
（
平

成
1
2
年
法
律
第
5
0
号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
２

条
第
１
項
及
び
第

３
項
、
第

５
条
第

１
項
、
第
６
条

第
２
項

並
び
に
第

９
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
益

的

法
人
等

へ
の
職

員
の
派

遣
等
に
関

し
必
要
な

事
項
を

定
め
る

も
の
と
す
る
。
 

（
職

員
の
派
遣
）
 

（
職
員

の
派
遣

）
 

第
２
条
 
任
命
権
者

は
、
次
に
掲
げ

る
団
体
と
の
間
の
取
決
め
に
基
づ
き
、
当
該

団
体
の

業
務

に
そ
の
役
職
員

と
し
て
専
ら
従

事
さ
せ
る
た
め
、
職
員
（
次

項
に

定
め
る

職
員
を

除
く

。
）
を
派
遣
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
 

第
２

条
 
任

命
権
者

は
、
次

に
掲
げ

る
団

体
と
の
間

の
取
決
め

に
基
づ
き
、
当
該
団

体
の

業
務
に

そ
の
役

職
員
と

し
て
専
ら

従
事
さ
せ

る
た
め

、
職
員
（

次
項
に
定
め
る
職
員
を

除
く
。

）
を
派

遣
す
る

こ
と
が
で

き
る
。
 

(
１
)
～
(
３
)
 

略
 

(
１
)
～

(
３
)
 

略
 

(
４
)
 
公
益
社

団
法
人
知
立
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
 

＿
_
 

＿
＿
＿
＿

＿
＿

＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿

＿
＿
 

(
５
)
 
一
般
財

団
法
人
ち
り
ゅ
う

芸
術
創
造
協
会
 

＿
_
 

＿
＿
＿
＿

＿
＿

＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
＿
 

２
 

法
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

条
例

で
定

め
る

職
員

は
、

次
に

掲
げ

る
職

員
と
す

る
。
 

２
 

法
第

２
条

第
１

項
に

規
定

す
る

条
例

で
定

め
る

職
員

は
、

次
に

掲
げ

る
職

員
と
す

る
。
 

(
１
)
 
略
 

(
１
)
 

略
 

(
２
)
 
非
常
勤

職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
2
8
条
の
５
第
１
項
又
は

第
28
条
の
６
第

２
項

の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を

除
く
。
）
 

(
２
)
 

非
常
勤

職
員
 

(
３
)
～
(
５
)
 

略
 

(
３
)
～

(
５
)
 

略
 

（
派

遣
職
員
の
給
与

）
 

（
派
遣

職
員
の

給
与
）
 

第
５
条
 
法
第
６
条

第
２
項
に
規
定

す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
派
遣
職
員
（
企
業

職
員
（
地

方
公
営

企
業

等
の

労
働
関

係
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

27
年
法

律
第

2
8
9
号

）
第

３
条

第

４
号

に
規
定
す
る
職

員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
派

遣
職
員
及

び
単
純

労
務
職

員
（

地
方

公
務

員
法

第
5
7
条

に
規

定
す

る
単

純
な

労
務

に
雇

用
さ

れ
る

職
員

で
あ

っ

て
、
企
業

職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
派

遣
職
員

を
除
く
。
次

条
か

ら
第
８
条
ま
で

に
お
い
て
同
じ

。
）
に
対
し
て

、
そ
の
職
員

派
遣

の
期
間

中
、
給

第
５

条
 
法

第
６
条

第
２
項
に
規

定
す
る
場
合
に
お

い
て
は

、
派

遣
職

員
（
企
業
職
員
（
地

方
公
営

企
業

等
の

労
働
関

係
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

27
年
法

律
第

2
8
9
号

）
第
３

条
第

４
号
に

規
定
す

る
職
員

を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
で
あ
る
派
遣

職
員
及
び
単
純
労

務
職

員
（

地
方

公
務

員
法

第
5
7
条

に
規

定
す

る
単

純
な

労
務

に
雇

用
さ

れ
る

職
員

で
あ

っ

て
、
企
業
職

員
以
外

の
も

の
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
派

遣
職

員
を
除

く
。
次

条
か
ら

第
８
条

ま
で
に

お
い
て
同

じ
。
）
に

対
し

て
、
そ
の
職

員
派
遣
の
期
間
中
、
給

－3－
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改
正
後
 

改
正
前
 

与
（
知
立

市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
（
昭

和
4
5年

知
立
市
条
例
第
3
8
号
。
以
下
「
給

与
条

例
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
１

項
に
規
定
す
る
給
与
（
退
職

手
当
を
除
く

。
）
を

い
う

。
以
下
同
じ
。

）
の
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0分

の
1
00
以
内
を
支
給

す
る
こ
と

が
で
き

る
。
 

料
、
扶
養

手
当
、
地
域

手
当
、
住
居
手

当
及
び

期
末
手

当
の
そ
れ

ぞ
れ

1
0
0
分
の

1
0
0以

内
を
支

給
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

 

（
職

務
に
復
帰
し
た

職
員
に
関
す
る

給
与
条
例
の
特
例
）
 

（
職
務

に
復
帰

し
た
職

員
に
関
す

る
給
与
条

例
の
特

例
）
 

第
６

条
 

派
遣

職
員

が
職

務
に

復
帰

し
た

場
合

に
お

け
る

給
与

条
例

第
24

条
第

２
項
及

び
第

2
6
条
第
１
項
の

規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
派
遣
先
団

体
に
お
い

て
就
い

て
い
た

業
務
（
当
該
業
務
に
係
る
労
働
者

災
害
補
償
保
険

法
（
昭
和
2
2
年

法
律

第
5
0号

）
第
７

条
第

２
項
に
規
定
す

る
通
勤
（
当

該
業
務
に
係
る

就
業
の
場

所
を
地
方

公
務
員

災
害
補

償
法
（

昭
和

4
2
年

法
律
第

1
21
号

）
第
２

条
第

２
項

第
１

号
及

び
第

２
号

に
規

定
す

る

勤
務

場
所
と
み
な
し

た
場
合
に
同
項

に
規
定
す
る
通
勤
に
該
当

す
る
も
の

に
限
る

。
第

８
条

第
１
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を

含
む
。
）
を
公
務
と
み
な

す
。
 

第
６

条
 

派
遣

職
員

が
職

務
に

復
帰

し
た

場
合

に
お

け
る

知
立

市
職

員
の

給
与

に
関
す

る
条
例
（
昭

和
4
5
年
知
立
市
条
例

第
3
8号

。
以
下
「
給

与
条
例

」
と
い
う
。
）
第

2
4条

第
２
項

及
び
第

2
6条

第
１
項
の
規

定
の
適
用

に
つ
い

て
は
、
派

遣
先
団
体
に
お
い

て
就

い
て
い

た
業
務
（
当

該
業
務
に
係

る
労
働

者
災
害
補

償
保
険
法
（

昭
和
2
2
年
法

律
第
50

号
）
第
７
条

第
２
項

に
規
定
す
る

通
勤
（
当

該
業

務
に
係
る
就
業

の
場

所
を
地

方
公
務

員
災
害

補
償

法
（

昭
和

42
年

法
律

第
1
2
1
号

）
第
２

条
第

２
項
第

１
号

及
び

第
２
号

に

規
定

す
る

勤
務

場
所

と
み

な
し

た
場

合
に

同
項

に
規

定
す

る
通

勤
に

該
当

す
る

も
の

に
限
る

。
第
８

条
第
１

項
に
お
い

て
同
じ
。

）
を
含

む
。
）

を
公
務
と
み
な
す
。
 

（
企

業
職
員
又
は
単

純
労
務
職
員
で

あ
る
派
遣
職
員
の
給
与
の

種
類
）
 

（
企
業

職
員
又

は
単
純

労
務
職
員

で
あ
る
派

遣
職
員

の
給
与

の
種
類
）
 

第
９
条
 
法
第
６
条

第
２
項
に
規
定

す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
企
業

職
員
又
は
単

純
労
務

職
員

で
あ
る
派
遣
職

員
に
対
し
て
、
そ
の
職
員
派
遣

の
期
間
中

、
給
与

を
支
給

す
る
こ

と
が

で
き
る
。
 

第
９

条
 
法

第
６
条

第
２
項
に
規

定
す
る
場
合
に
お

い
て
は

、
企
業
職

員
又

は
単
純

労
務

職
員
で

あ
る
派

遣
職
員

に
対
し
て

、
そ
の
職

員
派
遣

の
期
間

中
、
給
料
、
扶
養
手
当
、

地
域
手

当
、
住

居
手
当

及
び
期
末

手
当
を
支

給
す
る

こ
と
が

で
き
る
。
 

（
特
定

法
人
等
）
 

 

第
1
1
条
 
法
第
1
0条

第
１
項
に
規
定

す
る
条
例
で
定

め
る
株
式
会
社
（
以

下
「
特
定

法
人
」

と
い
う

。
）
は
、
知
立

ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
と
す
る
。
 

 

２
 
第
２
条
第
２
項

の
規
定
は
、
法
第
1
0
条
第
１
項
に
規
定
す

る
条
例
で

定
め
る

職
員
に

つ
い
て

準
用
す
る
。
 

 

（
退
職

派
遣
者
を
採
用

す
る
場
合
）
 

 

第
1
2
条
 
法
第
1
0条

第
１
項
に
規
定

す
る
そ
の
他
の

条
例
で
定
め
る
場
合

は
、
次

に
掲
げ

る
場
合

と
す
る
。
 

 

(
１
)
 
法
第
1
0
条
第
２
項
に
規
定

す
る
退
職
派
遣

者
（
以
下
「
退
職
派

遣
者
」
と
い

う
。
）

が
特
定
法
人
の
役
職
員
の
地
位
を

失
っ
た
場
合
 

 

(
２
)
 
次
に
掲

げ
る
場
合
で
あ
っ

て
、
退

職
派
遣
者
を
引
き
続
き

特
定

法
人
の

役
職
員

と
し
て
在
職
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
又
は
適
当
で

な
い
と
認

め
る
と

き
。
 

 

－4－
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改
正
後
 

改
正
前
 

ア
 

退
職

派
遣

者
の

特
定

法
人

の
業

務
へ

の
従

事
が

法
又

は
こ

の
条

例
の

規
定

に

適
合
し
な
く
な

っ
た
場
合
 

 

イ
 

退
職

派
遣

者
の

特
定

法
人

の
業

務
へ

の
従

事
が

法
第

1
0
条

第
１

項
に

規
定

す

る
取
決
め
に
反

す
る
こ
と
と
な

っ
た
場
合
 

 

ウ
 
退
職
派
遣
者
が
心
身
の
故
障

の
た
め
、
特
定
法
人
の
業
務

へ
の
従

事
に
支

障
が

あ
り
、
若
し
く

は
こ
れ
に
堪
え

な
い
場
合
又
は
長

期
の
休
養

を
要
す
る
場
合
 

 

エ
 
退
職
派
遣
者
が
刑
事
事
件
に

関
し
起
訴
さ
れ
た

場
合
 

 

(
３

)
 

公
務

上
の

必
要

等
の

た
め

に
退

職
派

遣
者

を
職

員
と

し
て

採
用

す
る

こ
と
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
 

 

（
退
職
派
遣
者

を
採
用
し
な
い
場

合
）
 

 

第
1
3
条
 
法
第
1
0条

第
１
項
に
規
定

す
る
そ
の
他
条

例
で
定
め
る
場
合
は
、
退
職

派
遣
者

が
特

定
法
人

の
業

務
に

従
事

す
べ

き
期

間
に

、
刑

法
（

明
治

4
0
年
法

律
第

4
5
号

）
そ

の
他

の
法
令

の
規

定
に

違
反

し
た

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
退

職
派
遣

者
が

引
き

続
き

職
員

と
し
て

在
職

し
て

い
た

も
の

と
み

な
し

た
な

ら
ば

、
地

方
公
務

員
法

第
2
9
条

第

１
項

の
規
定

に
よ

る
懲

戒
免

職
の

処
分

を
行

う
こ

と
が

適
当

と
認
め

ら
れ

る
場

合
と

す
る
。
 

 

（
退
職
派
遣
者

に
係
る
取
決
め
）
 

 

第
1
4
条
 
法
第
1
0条

第
２
項
に
規
定

す
る
条
例
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と

す
る
。
 

 

(
１
)
 
退
職
派

遣
者
の
特
定
法
人

に
お
け
る
福
利

厚
生
に
関
す
る

事
項
 

 

(
２

)
 

退
職

派
遣

者
の

特
定

法
人

に
お

け
る

業
務

の
従

事
の

状
況

の
連

絡
に

関
す
る

事
項
 

 

（
採
用
さ
れ
た

職
員
に
関
す
る
給

与
条
例
の
特
例

）
 

 

第
1
5
条
 
退
職
派
遣

者
が
法
第
1
0
条

第
１
項
の
規
定

に
よ
り
職
員
（

企
業
職
員
で

あ
る
職

員
及

び
単
純

労
務

職
員

で
あ

る
職

員
を

除
く

。
次

条
か

ら
第

1
8
条
ま

で
に

お
い

て
同

じ
。

）
と
し

て
採

用
さ

れ
た

場
合

に
お

け
る

給
与

条
例

第
2
4
条

第
２

項
及

び
第

2
6
条

第
１

項
の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

特
定

法
人

に
お

い
て

就
い
て

い
た

業
務

（
当

該
業

務
に

係
る

労
働

者
災

害
補

償
保

険
法

第
７

条
第

２
項

に
規

定
す

る
通

勤
を

含
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4
/
5
 

改
正
後
 

改
正
前
 

む
。
）

を
公
務
と
み
な

す
。
 

（
退
職

派
遣
者
の
採
用

時
に
お
け
る
処
遇

）
 

 

第
1
6
条
 

退
職

派
遣

者
が

法
第

1
0
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
職

員
と

し
て

採
用

さ
れ
た

場
合

に
お
け

る
そ

の
者

の
職

務
の

級
及

び
号

給
に

つ
い

て
は

、
他
の

職
員

と
の

権
衡

上
必

要
と
認

め
ら

れ
る

範
囲

内
に

お
い

て
、

市
長

が
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、

必
要

な
調
整

を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
 

 

（
採
用
さ
れ
た

職
員
に
関
す
る
退

職
手
当
条
例
の

特
例
）
 

 

第
1
7
条
 

退
職

派
遣

者
が

法
第

1
0
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
採

用
さ

れ
た

後
退

職
し
た

場
合

に
お
け

る
退

職
手

当
条

例
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
特
定

法
人

の
業

務
に

係
る

業
務
上

の
傷

病
又

は
死

亡
は

退
職

手
当

条
例

第
４

条
第

２
項
、

第
５

条
第

１
項

及
び

第
1
0
条

第
４

項
に

規
定

す
る

公
務

上
の

傷
病

又
は

死
亡

と
、
当

該
業

務
に

係
る

労
働

者
災
害

補
償

保
険

法
第

７
条

第
２

項
に

規
定

す
る

通
勤

に
よ
る

傷
病

は
退

職
手

当
条

例
第
４

条
第

２
項

、
第

５
条

第
２

項
及

び
第

1
0
条

第
４

項
に
規

定
す

る
通

勤
に

よ
る
傷

病
と
み
な
す
。
 

 

第
1
8
条
 
職
員
が
、
法
第
1
0条

第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
任
命

権
者
の
要
請
に
応
じ
、
引

き
続

い
て
特

定
法

人
で

、
退

職
手

当
（

こ
れ

に
相

当
す

る
給

与
を
含

む
。

以
下

こ
の

項
に

お
い
て

同
じ

。
）

に
関

す
る

規
程

に
お

い
て

、
職

員
が

、
任
命

権
者

の
要

請
に

応
じ

、
退
職

手
当

を
支

給
さ

れ
な

い
で

、
引

き
続

い
て

当
該

特
定
法

人
に

使
用

さ
れ

る
者

と
な
っ

た
場

合
に

、
職

員
と

し
て

の
勤

続
期

間
を

当
該

特
定
法

人
に

使
用

さ
れ

る
者

と
し
て

の
勤

続
期

間
に

通
算

す
る

こ
と

と
定

め
て

い
る

も
の
に

使
用

さ
れ

る
者

（
役

員
を
含

む
。

以
下

「
特

定
法

人
役

職
員

」
と

い
う

。
）

と
な
る

た
め

退
職

し
、

か
つ

、
引
き

続
き

特
定

法
人

役
職

員
と

し
て

在
職

し
た

後
引

き
続
い

て
同

項
の

規
定

に
よ

り
職
員

と
し

て
採

用
さ

れ
た

者
の

退
職

手
当

条
例

第
1
0
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
在

職
期
間

の
計

算
に

つ
い

て
は

、
先

の
職

員
と

し
て

の
在

職
期
間

の
始

期
か

ら
後

の
職

員
と
し

て
の

在
職

期
間

の
終

期
ま

で
の

期
間

は
、

職
員

と
し
て

の
引

き
続

い
た

在
職
期

間
と
み
な
す
。
 

 

２
 

前
項

の
場

合
に

お
け

る
特

定
法

人
役

職
員

と
し

て
の

在
職

期
間

の
計

算
に

つ
い
て

は
、
退

職
手
当
条
例
第

1
0条

（
第
５
項
を

除
く
。
）
の
規
定

を
準
用
す

る
。
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改
正
後
 

改
正
前
 

３
 
職
員
が
法
第

10
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
退
職

し
、
引

き
続
い
て
特

定
法
人

役
職
員

と
な

っ
た
場

合
に

お
い

て
は

、
退

職
手

当
条

例
の

規
定

に
よ

る
退
職

手
当

は
、

支
給

し
な
い

。
 

（
退
職
派
遣
者

に
関
す
る
状
況
の

報
告
）
 

 

第
1
9
条
 
任
命
権
者

は
、
市
長
が
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
退
職
派

遣
者
の
特
定

法
人
に

お
け

る
処
遇

の
状

況
等

及
び

退
職

派
遣

者
が

法
第

1
0
条

第
１

項
の
規

定
に

よ
り

職
員

と
し

て
採
用

さ
れ

た
場

合
に

お
け

る
処

遇
の

状
況

等
を

市
長

に
報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
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知
立
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の

給
与
に
関
す
る
条
例

の
特
例

を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る

条
例
案
新
旧

対
照
表
 

（
議

案
第
６
号
、
参

考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

４
年

３
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

け
る

市
長

の
給

料
月

額
は
、
知
立
市
特
別
職

の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給

与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

45
年
知

立

市
条
例
第
36
号
）
第
３

条
第
１
号
の

規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
号

に
定
め
る
額
か
ら
当

該

額
に
1
0
0
分
の
1
0
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ

た
額
と
す
る
。
 

令
和

２
年

1
2
月

24
日

か
ら

令
和

３
年

３
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

け
る

市
長

の
給

料
月

額
は

、
知
立
市

特
別
職

の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の

給
与
に
関

す
る
条
例
（
昭

和
45
年
知

立

市
条

例
第

36
号
）
第
３

条
第
１
号

の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同

号
に
定
め
る

額
か
ら
当

該

額
に

1
0
0
分
の
1
0
を
乗
じ
て
得
た
額

を
減

じ
た
額
と

す
る
。
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知
立
市

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁

償
に
関

す
る
条

例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

新
旧
対

照
表

 

（
議

案
第
７
号
、
参

考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
期

末
手
当
）
 

（
期
末

手
当
）
 

第
７
条
 
会
計
年
度

任
用
職
員
（
市
長
が
規
則

で
定
め
る
者
を

除
く
。
）
に
は

、
次
に
定

め
る

と
こ
ろ
に
よ
り

、
期
末
手
当
を

支
給
す
る
。
 

第
７

条
 
会

計
年
度

任
用
職
員
（
市

長
が
規
則
で
定

め
る
者
を

除
く
。
）
に
は

、
次
に

定

め
る
と

こ
ろ
に

よ
り
、

期
末
手
当

を
支
給
す

る
。
 

(
１
)
 
略
 

(
１
)
 

略
 

(
２
)
 
期
末
手

当
の
額
は
、
報

酬
の
月
額
（

時
間
額
に
よ
り
報
酬

が
定
め
ら
れ
て

い
る

場
合

に
は

、
市
長

が
規

則
で
定

め
る

方
法

に
よ

り
月

額
に

換
算

し
た

額
）
に

1
0
0
分

の
1
2
7
.
5
を

乗
じ

て
得

た
額

に
、

基
準

日
以

前
の

期
間

に
お

け
る

そ
の

者
の
在

職
期

間
の
次
の
表
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ

、
当
該
区
分
に

定
め
る
割
合

を
乗
じ

て
得
た

額

と
す
る
。
 

(
２
)
 

期
末
手

当
の

額
は
、
報

酬
の
月
額
（
時
間
額

に
よ
り
報

酬
が
定
め

ら
れ
て

い
る

場
合

に
は

、
市

長
が

規
則
で
定

め
る

方
法

に
よ

り
月

額
に
換

算
し

た
額

）
に

1
0
0
分

の
1
3
0
を

乗
じ

て
得

た
額

に
、

基
準

日
以

前
の

期
間

に
お
け

る
そ

の
者

の
在

職
期

間

の
次

の
表
に

掲
げ
る

区
分
に
応
じ

、
当
該

区
分
に
定

め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る

。
 

表
 
略
 

表
 

略
 

２
 
略
 

２
 

略
 

（
勤

務
１
時
間
当
た

り
の
報
酬
の
額

の
算
出
）
 

（
勤
務

１
時
間

当
た
り

の
報
酬
の

額
の
算
出

）
 

第
９
条
 
勤
務
１
時

間
当
た
り
の
報

酬
の
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
会

計
年
度

任
用
職

員
の

区
分
に
応
じ
て

、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。
 

第
９

条
 
勤

務
１
時

間
当
た
り
の

報
酬
の
額
は
、
次
の

各
号

に
掲

げ
る

会
計
年
度
任

用
職

員
の
区

分
に
応

じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号

に
定
め

る
額
と

す
る
。
 

(
１
)
 
月
額
に

よ
る
報
酬
 
報
酬

の
月
額
に
1
2を

乗
じ
、
そ
の

額
を
１
週
間
当
た
り
の

勤
務

時
間

に
5
2
を

乗
じ

た
も

の
か

ら
市

長
が

規
則

で
定

め
る

時
間

を
減

じ
た

も
の

で
除
し
て
得
た
額
 

(
１
)
 

月
額
に

よ
る

報
酬
 
報
酬
の

月
額
に

1
2を

乗
じ
、
そ

の
額

を
１
週

間
当

た
り
の

勤
務

時
間
に

5
2
を
乗

じ
た
も
の
で

除
し
て
得

た
額
 

(
２
)
 
略
 

(
２
)
 

略
 

（
報

酬
の
減
額
）
 

（
報
酬

の
減
額

）
 

第
1
0
条
 

月
額

に
よ

り
報

酬
が

定
め

ら
れ

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員
が

正
規

の
勤
務

時
間

に
勤
務
し
な
い

と
き
は
、
年
次

有
給
休
暇
若
し

く
は
特
別

休
暇
（

有
給
の

も
の
に

限
る

。
）
に
よ

る
場
合
又
は
そ
の

勤
務
し
な
い
こ

と
に
つ
き

任
命
権
者

の
承
認

が
あ
っ

た
場

合
を
除
き
、
そ
の
勤
務
し
な

い
１
時
間
に
つ

き
、
報
酬
の
月

額
に

1
2
を
乗

じ
、
そ

の
額

を
１

週
間

当
た

り
の

勤
務

時
間

に
5
2
を

乗
じ

た
も

の
で

除
し

て
得

た
額

を
減

額

し
た

報
酬
を
支
給
す

る
。
 

第
1
0
条

 
月

額
に

よ
り

報
酬

が
定

め
ら

れ
て

い
る

会
計

年
度

任
用

職
員

が
正

規
の

勤
務

時
間
に

勤
務
し

な
い
と

き
は
、
年

次
有
給
休

暇
若

し
く
は
特

別
休
暇
（
有
給
の
も
の
に

限
る
。
）
に

よ
る
場

合
又
は
そ

の
勤
務
し
な

い
こ
と
に
つ
き
任

命
権
者
の
承
認
が
あ
っ

た
場
合

を
除
き

、
そ
の

勤
務
し

な
い
１
時
間

に
つ

き
、
前
条
に

規
定
す
る
勤
務
１
時
間

当
た
り

の
報
酬

の
額
を

減
額
し
た

報
酬
を
支

給
す
る

。
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知
立
市

心
身
障

害
者

扶
助
料
支
給
条

例
の
一

部
を
改

正
す
る

条
例
案
新
旧

対
照

表
 

（
議

案
第
８
号
、
参

考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
支

給
停
止
）
 

（
支
給

停
止
）
 

第
９
条
 
第
５
条
第

３
項
の
規
定
に

よ
る
扶
助
料
の

支
給
決
定
を
受
け
た

者
（
以
下
「
受

給
権

者
」
と
い
う
。
）
が
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は

、
当

該
各
号

に
定

め
る
月
分
の
扶

助
料
の
支
給
を

停
止
す
る
。
 

第
９

条
 
第

５
条
第

３
項
の
規
定

に
よ
る
扶
助
料
の

支
給
決

定
を
受
け

た
者
（
以

下
「
受

給
権
者
」
と

い
う
。
）
が

、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す

る
と
き
は
、
当
該
各
号

に
定
め

る
月
分

の
扶
助

料
の
支
給

を
停
止
す

る
。
 

(
１
)
～
(
３
)
 

略
 

(
１
)
～

(
３
)
 

略
 

(
４

)
 
特

別
児

童
扶
養

手
当
等

の
支

給
に
関

す
る

法
律

（
昭

和
39
年

法
律

第
1
34

号
）

に
基
づ
く
特
別
障
害
者
手
当
及
び
障

害
児
福
祉
手
当

、
国
民

年
金
法
等

の
一
部

を
改

正
す
る
法
律
（
昭
和
6
0年

法
律
第
3
4
号
）
に
基
づ
く
福
祉
手

当
並

び
に
愛

知
県
在

宅

重
度
障
害
者
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
4
5
年

愛
知
県
規
則
第
2
9
号

）
に
基
づ
く
愛
知
県

在
宅
重
度
障
害
者
手
当
の
い
ず
れ
か

の
手
当
（
以
下
「
特
別
障
害

者
手
当

等
」
と
い

う
。
）
に
係
る
申
請
を
し
た
と
き
 

次
に
掲
げ
る
受

給
権
者
の
区

分
に
応

じ
た
期

間
 

 

ア
 

第
２

号
ア

に
掲

げ
る

者
 

特
別

障
害

者
手

当
等

に
係

る
申

請
を

し
た

日
の

属

す
る
月
の
翌
月

か
ら
翌
年
７
月

ま
で
 

 

イ
 
第
２
号
イ
に
掲
げ
る
者
 
そ
の

年
の
８
月
か
ら

翌
年
の
７

月
ま
で
 

 

(
５

)
 

次
条

第
１

項
に

規
定

す
る

届
出

又
は

同
意

を
行

わ
な

い
こ

と
に

よ
り

市
長

が

当
該

受
給

資
格

者
の

特
別

障
害

者
手

当
等

の
申

請
状

況
及

び
受

給
資

格
状

況
を

確

認
で
き
な
い
と
き
 
次
に
掲
げ
る
受

給
権
者
の
区
分

に
応
じ
た

期
間
 

 

ア
 

第
２

号
ア

に
掲

げ
る

者
 

支
給

申
請

の
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

か
ら

翌
年

の

７
月
ま

で
 

 

イ
 
第
２
号
イ
に
掲
げ
る
者
 
そ
の

年
の
８
月
か
ら

翌
年
の
７

月
ま
で
 

＿
 

＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
 

（
課

税
状

況
並

び
に

特
別

障
害

者
手

当
等

の
申

請
状

況
及

び
受

給
資

格
状

況
の

届
出

等
）
 

（
課
税

状
況
の

届
出
等

）
 

第
1
0
条
 
受
給
権
者

は
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
毎
年

度
そ
の
市

町
村
民

税
の
課

税
状

況
並

び
に

特
別

障
害

者
手

当
等

の
申

請
状

況
及

び
受

給
資

格
状

況
を

市
長

に
届

け
出

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た

だ
し
、
市

長
が
、
あ
ら
か
じ

め
受
給
権

者
の
同

意
を
得

た
上

で
、
公
簿

等
に
よ
り
当
該
受

給
権
者
の
課
税

状
況
並
び

に
特
別
障

害
者
手

当
等
の

第
1
0
条
 
受

給
権
者

は
、
規
則
で
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ
り
毎

年
度
そ
の
市

町
村

民
税
の
課

税
状
況

を
市
長

に
届
け

出
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
た
だ

し
、
市
長
が
、
あ
ら

か
じ

め
受

給
権
者

の
同
意

を
得
た

上
で
、
公
簿
等
に
よ

り
当
該
受
給
権
者

の
課
税
状
況
を
確
認
で

き
る
場

合
は
、

こ
の
限

り
で
な
い

。
 

－10－



2
/
2
 

改
正
後
 

改
正
前
 

申
請

状
況
及
び
受
給

資
格
状
況
を
確

認
で
き
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な

い
。
 

２
 
受
給
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
市

長
に
届
け
出
た
課

税
状
況
並

び
に
特

別
障
害

者
手

当
等
の
申
請
状

況
及
び
受
給
資

格
状
況
に
変
更
が
生
じ
た

と
き
は
、
速
や

か
に
市

長
に

届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

２
 

受
給
権

者
は
、
前
項

の
規
定
に

よ
り

市
長
に

届
け
出
た

課
税
状
況
に

変
更

が
生
じ
た

と
き
は

、
速
や

か
に
市

長
に
届
け

出
な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

３
 
略
 

３
 

略
 

４
 
市
長
は
、
前
条
第
４

号
の
規
定
に
よ

り
扶
助
料
の
支
給

を
停
止
し
た

受
給
権

者
の
う

ち
、
第
１
項
に
規
定

す
る
届
出
を
し

た
こ
と
に
よ
り
、
次
の

各
号
に
該

当
す
る

こ
と
が

確
認

で
き
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
当

該
各
号
に
応
じ
て
扶
助
料

を
支
給
す

る
。
 

 

(
１

)
 

特
別

障
害

者
手

当
等

に
係

る
申

請
が

却
下

さ
れ

た
者

 
支

給
申

請
の

日
の

属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
 

 

(
２

)
 

特
別

障
害

者
手

当
等

の
受

給
資

格
を

喪
失

し
た

者
 

当
該

受
給

資
格

を
喪

失

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
 

 

５
 
市
長
は
、
前
条

第
５
号
の
規
定

に
よ
り
扶
助
料

の
支
給
を
停
止
し
た

受
給
権

者
が
、

第
１

項
に

規
定

す
る

届
出

又
は

同
意

を
行

っ
た

場
合

で
あ

っ
て

前
条

各
号

に
掲

げ
る

支
給

停
止
要
件
に
該

当
し
な
い
と
き

は
、
前
条
第

５
号
の
規

定
に
よ
り

支
給
を

停
止
し

た
期

間
に
係
る
扶
助

料
を
支
給
す
る

。
 

 

６
 
市
長
は
、
第
２
項

に
規
定
す
る

届
出
を
行
っ
た

受
給
権
者
が
、
前
条
第
２
号
及
び

第

４
号

に
掲
げ
る
支
給

停
止
要
件
に
該

当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と

き
は
、
同
条
に

定
め
る

と
こ

ろ
に
よ
り
扶
助

料
の
支
給
を
停

止
す
る
。
 

４
 

市
長
は

、
第
２
項

に
規
定
す

る
届
出
を
行
っ

た
受
給
権

者
が
、
前
条
第

２
号
に
掲

げ

る
支
給

停
止
要

件
に
該

当
す
る
こ

と
と
な
っ

た
と
き

は
、
同
条

に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ

り
扶
助

料
の
支

給
を
停

止
す
る
。

 

（
施

設
、
学
校
等
へ

の
入
所
者
又
は

就
学
者
に
対
す
る
特
例
）
 

（
施
設

、
学
校

等
へ
の

入
所
者
又

は
就
学
者

に
対
す

る
特
例

）
 

第
1
1
条
 
心
身
障
害

者
で
、
次
に

掲
げ
る
施
設
、
学
校
等
へ
の

入
所
、
就
学
等

の
た
め
市

外
に

居
住
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て

は
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
第
８

条
第
２

号
の

規
定
に
か
か
わ

ら
ず
本
市
に
居

住
し
て
い
る
も
の
と
み
な

す
。
 

第
1
1
条
 
心

身
障
害

者
で
、
次
に
掲

げ
る

施
設
、
学
校

等
へ
の
入

所
、
就
学

等
の
た
め
市

外
に
居

住
し
て

い
る
も

の
に
つ
い

て
は
、
別

に
定

め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
第
８
条
第
２

号
の
規

定
に
か

か
わ
ら

ず
本
市
に

居
住
し
て

い
る
も

の
と
み

な
す
。
 

(
１
)
～
(
５
)
 

略
 

(
１
)
～

(
５
)
 

略
 

(
６
)
 
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総

合
的
に
支

援
す
る
た

め
の
法

律
（
平

成
1
7
年
法
律
第
1
2
3号

）
第
５
条
第
1
1項

の
規
定
に
基
づ
く

障
害
者
支
援

施
設
 

(
６
)
 

障
害
者

の
日

常
生
活
及
び
社

会
生
活

を
総

合
的
に
支
援
す

る
た

め
の
法
律
（
平

成
1
7
年
法
律

第
1
2
3号

）
第
５

条
第
1
2項

の
規
定

に
基
づ
く
障

害
者
支

援
施
設
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知
立
市
遺
児
手
当
支

給
条
例
の

一
部
を

改
正

す
る
条
例
案
新
旧

対
照
表
 

（
議

案
第
９
号
、
参

考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
支
給
期
間
及

び
支
払
期
月
）
 

（
支
給

期
間
及

び
支

払
期
月
）

 

第
６
条
 
略
 

第
６

条
 
略
 

２
 

受
給

資
格

者
が

災
害

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
理

由
に

よ
り

前
条

の
認

定
の

申
請
を

す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
理
由
が
や
ん

だ
後

1
5
日
以

内
に
当

該
申
請
を
し
た

と
き
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
手
当
は
、
受
給
資

格
者
が
そ

の
理

由
に

よ
り

当
該

申
請

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

分
か
ら
支
給
す

る
。
 

 

３
 
略
 

２
 

略
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知
立
市
中
央
子

育
て
支

援
セ
ン
タ

ー
条
例

の
一
部

改
正
案
新

旧
対
照
表
（
第
１
条
関
係
）
 

（
議

案
第
１
０
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
表
（
第
９
条
関
係

）
 

別
表

（
第
９

条
関
係

）
 

 
表
 
略
 

 
表

 
略
 

 
備
考
 
こ
の
表
中
「

(
２
)
 
前
号

に
掲
げ
る
世
帯
以
外
の
世
帯
」
に
属
す
る
児

童
が
多

胎
児
で
あ
る
場

合
の
当
該
児
童

に
か
か
る
児
童
１

人
当
た
り

の
一
時
保
育
料
は
、

同
表
に
掲
げ
る

額
を
当
該
多
胎

児
の
数
で
除
し
て

得
た
額
（

1
0
円
未
満
切
捨
て
）

と
す
る
。
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知
立
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業

の
保
育
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改

正
案
新

旧
対
照
表

（
第
２
条
関
係
）
 

 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
表
第
３
（
第
５
条

関
係
）
 

別
表

第
３
（

第
５
条

関
係
）
 

一
時
保
育
料
 

一
時

保
育
料
 

 
表
 
略
 

表
 
略
 

備
考
 
 

備
考

 
別

表
第

１
備

考
第

３
項

及
び

第
５

項
の

規
定

は
、

こ
の

表
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
 

 
１

 
別

表
第

１
備

考
第

３
項

及
び

第
５

項
の

規
定

は
、

こ
の

表
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
 

 

 
２
 
こ
の
表

中
「
そ
の
他
の
世

帯
に
属
す
る
児

童
」
が
多

胎
児
で
あ
る

場
合
の

当
該

児
童
に
か
か
る

１
人
当
た
り
の

保
育
料
は
、
当
該
児
童
の
年
齢
の
区
分
に
対
応
す

る
１

人
当

た
り

の
保

育
料

欄
に

定
め

る
額

を
当

該
多

胎
児

の
数

で
除

し
て

得
た

額
（
1
0
円
未
満

切
捨
て
）
と
す

る
。
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知
立
市

介
護

保
険
条

例
の
一

部
を
改

正
す
る

条
例
案

新
旧
対
照

表
 

（
議

案
第
１
１
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
保

険
料
）
 

（
保
険

料
）
 

第
３
条
 
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
の
各

年
度
に
お
け
る
保
険

料
は
、
次
の
各

号
に

掲
げ
る
第
１
号

被
保
険
者
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
額

と
す
る

。
 

第
３

条
 
平

成
3
0年

度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
の
各

年
度
に

お
け
る
保

険
料
は

、
次

の
各

号
に
掲

げ
る
第

１
号
被

保
険
者
の

区
分
に
応

じ
、
当

該
各
号

に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

(
１

)
 
介

護
保

険
法
施

行
令
（

平
成

1
0
年
政

令
第

4
1
2
号
。

以
下

「
令

」
と

い
う

。
）

第
3
9
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者

 
2
2
,
3
0
0円

 

(
１

)
 

介
護

保
険

法
施

行
令

（
平

成
1
0
年
政

令
第

4
1
2
号
。

以
下

「
令

」
と
い

う
。

）

第
3
9
条
第
１

項
第
１

号
に
掲
げ
る

者
 
2
5
,
1
0
0円

 

(
２
)
 
令
第
3
9
条
第
１
項
第
２
号

に
掲
げ
る
者
 

3
6
,
2
00
円
 

(
２
)
 

令
第
3
9
条
第

１
項
第
２
号
に

掲
げ
る

者
 

3
9
,
0
00
円

 

(
３
)
 
令
第
3
9
条
第
１
項
第
３
号

に
掲
げ
る
者
 

3
6
,
2
00
円
 

(
３
)
 

令
第
3
9
条
第

１
項
第
３
号
に

掲
げ
る

者
 

3
9
,
0
00
円

 

(
４
)
・
(
５
)
 

略
 

(
４
)
・

(
５
)
 

略
 

(
６
)
 
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
 
6
6
,
9
00
円
 

(
６
)
 

次
の
い

ず
れ

か
に
該
当
す
る

者
 
6
6
,
9
00
円
 

ア
 
地
方
税
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
2
6号

）
第
2
9
2条

第
１

項
第

1
3号

に
規
定
す

る

合
計
所

得
金
額
（
以
下
「
合
計
所

得
金
額
」
と
い
う
。
）
（
租

税
特
別
措

置
法
（
昭

和
3
2
年

法
律
第
2
6号

）
第
3
3条

の
４
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
、
第

3
4条

第
１
項

、

第
3
4
条

の
２
第
１
項
、
第

3
4条

の
３
第
１

項
、
第
3
5条

第
１

項
、
第

3
5
条
の

２
第

１
項
、
第

35
条
の
３
第
１

項
又
は
第
3
6条

の
規
定
の
適
用
が
あ

る
場
合

に
は

、
当

該
合

計
所

得
金

額
か

ら
令

第
2
2
条

の
２

第
２

項
に

規
定

す
る

特
別

控
除

額
を

控

除
し
て

得
た
額
と
し
、
当

該
合
計
所
得
金

額
が
０
を
下
回
る

場
合
に
は

、
０
と
す

る
。

以
下

同
じ

。
）

が
1
2
0
万

円
未

満
で

あ
る

者
で
あ

り
、

か
つ

、
前

各
号

の
い

ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
 

ア
 

地
方
税

法
（
昭

和
2
5
年
法

律
第

2
2
6号

）
第

2
9
2条

第
１
項

第
1
3号

に
規
定
す
る

合
計
所
得
金
額
（
以
下
「

合
計

所
得
金
額
」
と
い
う

。
）
（

租
税
特
別

措
置
法
（
昭

和
3
2
年
法
律
第

2
6号

）
第
3
3条

の
４
第
１
項

若
し

く
は
第
２
項

、
第

3
4条

第
１
項

、

第
3
4
条
の
２
第

１
項

、
第
3
4条

の
３
第
１
項
、
第
3
5条

第
１
項
、
第
3
5
条
の
２

第

１
項
又
は
第
3
6
条
の

規
定
の

適
用
が

あ
る
場

合
に
は
、
当
該
合

計
所
得
金
額
か
ら

令
第
2
2
条
の
２

第
２

項
に
規

定
す
る

特
別
控

除
額
を
控
除
し
て
得

た
額
と

す
る
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同

じ
。

）
が

1
2
0
万

円
未

満
で

あ
る

者
で

あ
り

、
か

つ
、

前
各
号
の
い
ず

れ
に

も
該
当

し
な
い

も
の
 

イ
 
略
 

イ
 

略
 

(
７
)
 
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
 
7
2
,
5
00
円
 

(
７
)
 

次
の
い

ず
れ

か
に
該
当
す
る

者
 
7
2
,
5
00
円
 

ア
 

合
計

所
得
金

額
が

2
1
0
万

円
未

満
で

あ
る

者
で

あ
り
、

か
つ
、

前
各
号

の
い

ず

れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の
 

ア
 

合
計

所
得
金

額
が

2
0
0
万

円
未

満
で

あ
る

者
で

あ
り

、
か

つ
、

前
各

号
の

い
ず

れ
に
も
該
当
し

な
い

も
の
 

イ
 
略
 

イ
 

略
 

(
８
)
 
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
 
8
3
,
7
00
円
 

(
８
)
 

次
の
い

ず
れ

か
に
該
当
す
る

者
 
8
3
,
7
00
円
 

ア
 

合
計

所
得
金

額
が

3
2
0
万

円
未

満
で

あ
る

者
で

あ
り
、

か
つ
、

前
各
号

の
い

ず

れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の
 

ア
 

合
計

所
得
金

額
が

3
0
0
万

円
未

満
で

あ
る

者
で

あ
り

、
か

つ
、

前
各

号
の

い
ず

れ
に
も
該
当
し

な
い

も
の
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2
/
3
 

改
正
後
 

改
正
前
 

イ
 
略
 

イ
 

略
 

(
９
)
～
(
1
2)
 

略
 

(
９
)
～

(
1
2)
 

略
 

２
 

前
項

第
１

号
に

掲
げ

る
第

１
号

被
保

険
者

に
つ

い
て

の
保

険
料

の
減

額
賦

課
に
係

る
令

和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま

で
の
各
年
度
に
お
け
る
保

険
料
の
額

は
、
同
号
の

規
定

に
か
か
わ
ら
ず

、
1
1
,1
0
0
円
と

す
る
。
 

２
 

前
項

第
１

号
に

掲
げ

る
第

１
号

被
保

険
者

に
つ

い
て

の
保

険
料

の
減

額
賦

課
に
係

る
令
和

２
年
度

に
お
け

る
保
険
料

の
額
は
、
同
号

の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず

、
13
,
9
0
0円

と
す
る

。
 

３
 
前
項
の
規
定
は

、
第

１
項
第
２
号
に

掲
げ
る
第
１
号
被

保
険
者
に
つ

い
て
の

保
険
料

の
減

額
賦

課
に

係
る

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

の
各

年
度

に
お

け
る

保
険

料
に

つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
前
項
中
「
1
1
,
1
0
0円

」
と
あ
る

の
は
、

「
2
2
,
3
0
0円

」
と
読

み
替
え
る
も
の

と
す
る
。
 

３
 

前
項
の

規
定
は

、
第
１
項
第

２
号
に
掲

げ
る
第
１
号
被
保
険

者
に

つ
い
て
の
保

険
料

の
減
額

賦
課
に

係
る
令

和
２
年
度

に
お
け
る

保
険
料

に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合

に
お
い

て
、
前
項
中
「
1
3
,
90
0
円

」
と

あ
る
の
は
、
「

2
5,
1
0
0
円
」
と

読
み
替

え
る
も

の
と
す

る
。
 

４
 
第
２
項
の
規
定

は
、
第
１
項
第
３
号
に

掲
げ
る
第
１
号
被

保
険
者
に

つ
い
て

の
保
険

料
の

減
額

賦
課

に
係

る
令

和
３

年
度

か
ら

令
和

５
年

度
ま

で
の

各
年

度
に

お
け

る
保

険
料

に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第

２
項

中
「
1
1
,
1
0
0円

」
と
あ
る

の
は

、
「
33
,
4
0
0円

」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。
 

４
 

第
２
項

の
規
定

は
、
第
１
項
第

３
号

に
掲
げ

る
第
１
号

被
保
険
者
に

つ
い

て
の
保
険

料
の
減

額
賦
課

に
係
る

令
和
２
年

度
に
お
け

る
保
険

料
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お

い
て
、
第
２

項
中
「
1
3
,
9
0
0
円
」
と
あ

る
の
は
、
「

3
6
,
2
0
0円

」
と

読
み
替
え

る
も
の

と
す
る

。
 

 
 
 
附
 
則
 

 
 

 
附
 

則
 

（
令

和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま

で
の
保
険
料
率
の
算
定
に

関
す
る
基

準
の
特

例
）
 
 

第
９
条
 
第
１
号
被

保
険
者
の
う
ち

、
令
和
２
年
の
合

計
所
得
金
額
に
所
得
税
法
（
昭

和

4
0
年

法
律
第
3
3
号
）
第
2
8条

第
１

項
に
規
定
す
る

給
与
所
得

又
は
同
法

第
3
5条

第
３
項

に
規

定
す

る
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
が

含
ま

れ
て

い
る

者
の

令
和

３
年

度
に

お
け

る
保

険
料
率
の
算
定

に
つ
い
て
の
第

３
条
第
１
項
（
第
６
号
ア
、
第

７
号
ア

、
第
８
号

ア
、
第
９
号

ア
、
第
1
0
号
ア
及
び
第

1
1号

ア
に
係
る

部
分
に
限

る
。
）
の
規
定

の
適
用

に
つ

い
て
は
、
同
項
第
６
号
ア
中
「

租
税
特
別
措
置
法
」
と

あ
る
の
は

、
「
所

得
税
法

（
昭

和
4
0年

法
律
第

3
3
号
）
第
2
8
条
第
１
項
に
規

定
す
る
給

与
所
得
及

び
同
法

第
3
5条

第
３

項
に
規
定
す
る

公
的
年
金
等
に

係
る
所
得
の
合
計
額
に
つ

い
て
は
、
同
法

第
2
8条

第
２

項
の

規
定

に
よ

っ
て

計
算

し
た

金
額

及
び

同
法

第
3
5
条

第
２

項
第

１
号

の
規

定

に
よ

っ
て
計
算
し
た

金
額
の
合
計
額

か
ら
1
0
万
円
を
控
除
し
て

得
た
額
（
当
該

額
が
０

を
下

回
る
場
合
に
は

、
０
と
す
る
。
）
に
よ
る
も
の
と

し
、
租
税
特
別
措
置
法
」
と
す

る
。
 

 

２
 
前
項
の
規
定
は

、
令
和
４
年
度

に
お
け
る
保
険

料
率
の
算
定
に
つ
い

て
準
用

す
る
。
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改
正
後
 

改
正
前
 

こ
の

場
合
に
お
い
て

、
同
項
中
「

令
和
２
年
」
と
あ
る

の
は
、
「
令
和
３
年
」
と
読
み

替
え

る
も
の
と
す
る

。
 

３
 

第
１

項
の

規
定

は
、

令
和

５
年

度
に

お
け

る
保

険
料

率
の

算
定

に
つ

い
て

準
用
す

る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て

、
同

項
中
「
令
和
２
年
」
と
あ
る
の
は

、
「
令

和
４
年

」
と

読
み

替
え
る
も
の
と

す
る
。
 

 

 

－17－



 （議案第１１号、参考資料） 

 

【 第１号被保険者の所得段階別保険料（年額） 】 

区分 対象者 負担割合 基準年額 

第 1 段階 

生活保護を受給している人、世帯全員が市
民税非課税で老齢福祉年金を受けている
人、又は世帯全員が市民税非課税で本人
課税年金収入額とその他の合計所得金額
※1 の合計が 80 万円以下の人 

0.40 
 (0.20)※2 

22,300 円 
（11,100 円）※2 

第 2 段階 
世帯全員が市民税非課税で、本人課税年
金収入額とその他の合計所得金額の合計
が 80 万円を超え、120 万円以下の人 

0.65 
   (0.40)※2 

36,200 円 
（22,300 円）※2 

第 3 段階 
世帯全員が市民税非課税で、本人課税年
金収入額とその他の合計所得金額の合計
が 120 万円超の人 

0.65 
   (0.60)※2 

36,200 円 
（33,400 円）※2 

第 4 段階 

本人が市民税非課税で、世帯の中に市民
税課税者がおり、本人課税年金収入額とそ
の他の合計所得金額の合計が 80 万円以下
の人 

0.80 44,600 円 

第 5 段階 

本人が市民税非課税で、世帯の中に市民
税課税者がおり、本人課税年金収入額とそ
の他の合計所得金額の合計が 80 万円超の
人 

1.00 55,800 円 

第 6 段階 
本人が市民税課税で合計所得金額が 120
万円未満の人 

1.20 66,900 円 

第 7 段階 
本人が市民税課税で合計所得金額が 120
万円以上 210 万円未満の人 

1.30 72,500 円 

第 8 段階 
本人が市民税課税で合計所得金額が 210
万円以上 320 万円未満の人 

1.50 83,700 円 

第 9 段階 
本人が市民税課税で合計所得金額が 320
万円以上 400 万円未満の人 

1.70 94.800 円 

第 10 段階 
本人が市民税課税で合計所得金額が 400
万円以上 600 万円未満の人 

1.80 100,400 円 

第 11 段階 
本人が市民税課税で合計所得金額が 600
万円以上 1,000 万円未満の人 

1.90 106,000 円 

第 12 段階 
本 人 が 市 民 税 課 税 で 合 計 所 得 金 額 が
1,000 万円以上の人 

2.00 111,600 円 

※1:合計所得金額は、前年の所得の合計で、所得控除を差し引く前の額のこと。ただし、長期譲渡所得

及び短期譲渡所得に係る特別控除がある場合は適用後の額を用いる。 

その他の合計所得は、合計所得金額から年金収入に係る所得を控除した額のこと。 

※2:公費による保険料の軽減を実施した後の保険料の負担割合及び金額。 
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1
 

知
立
市
国
民
健

康
保
険

税
条
例

の
一
部

を
改
正
す

る
条
例
案
新
旧

対
照
表
 

（
議

案
第
１
２
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
課

税
額
）
 

（
課
税

額
）
 

第
２
条
 
略
 

第
２

条
 
略
 

２
 
前
項
第
１
号
の

基
礎
課
税
額
は

、
世
帯
主
（
前
条

第
２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及

び
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
つ

き
算

定
し

た
所

得
割

額
並

び
に

被
保
険
者
均
等

割
額
及
び
世
帯

別
平
等
割
額
の
合
算
額
と

す
る
。
た

だ
し
、
当
該

合
算

額
が
63
万
円
を

超
え
る
場
合
に

お
い
て
は
、
基
礎
課
税
額

は
、
63
万

円
と
す

る
。
 

２
 

前
項
第

１
号
の

基
礎
課
税
額

は
、
世
帯
主
（
前

条
第
２
項

の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及

び
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
つ

き
算

定
し

た
所

得
割

額
並

び
に
被

保
険
者

均
等
割

額
及
び
世

帯
別
平
等

割
額
の

合
算
額

と
す
る
。
た

だ
し

、
当
該

合
算
額

が
61
万

円
を
超

え
る
場
合

に
お
い
て

は
、
基

礎
課
税

額
は
、

61
万

円
と
す

る
。
 

３
 
略
 

３
 

略
 

４
 
第
１
項
第
３
号

の
介
護
納
付
金

課
税
額
は
、
介
護
納
付
金

課
税
被
保

険
者
で

あ
る
世

帯
主
（
前
条
第
２
項
の
世
帯
主
を

除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯

に
属
す
る

介
護
納

付
金
課

税
被

保
険

者
に

つ
き

算
定

し
た

所
得

割
額

並
び

に
被

保
険

者
均

等
割

額
及

び
世

帯
別

平
等

割
額
の
合
算
額

と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
合

算
額
が
1
7
万
円
を
超

え
る
場

合
に
お

い
て

は
、
介
護
納
付

金
課
税
額
は
、

1
7万

円
と
す
る
。
 

４
 

第
１
項

第
３
号

の
介
護
納
付

金
課
税
額
は
、
介
護

納
付

金
課

税
被

保
険
者
で
あ

る
世

帯
主
（
前

条
第
２

項
の
世

帯
主
を
除

く
。
）
及

び
そ
の

世
帯
に

属
す
る
介
護
納
付
金
課

税
被

保
険

者
に

つ
き

算
定

し
た

所
得

割
額

並
び

に
被

保
険

者
均

等
割

額
及

び
世

帯
別

平
等
割

額
の
合

算
額
と

す
る
。
た

だ
し
、
当

該
合
算
額
が
1
6
万

円
を
超
え

る
場

合
に
お

い
て
は

、
介
護

納
付
金

課
税
額
は

、
1
6
万
円

と
す
る
。
 

（
国

民
健
康
保
険
税

の
減
額
）
 

（
国
民

健
康
保

険
税
の

減
額
）
 

第
2
3
条
 

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

掲
げ

る
国

民
健

康
保

険
税

の
納

税
義

務
者

に
対
し

て
課

す
る
国
民
健
康

保
険
税
の
額
は

、
第
２
条
第

２
項
本
文

の
基
礎
課

税
額
か

ら
ア
及

び
イ

に
掲
げ
る
額
を

減
額
し
て
得
た

額
（
当
該
減

額
し
て
得

た
額
が
63
万
円
を

超
え
る

場
合

に
は
、
6
3万

円
）
、
同
条
第
３

項
本
文
の
後

期
高
齢
者

支
援
金
等

課
税
額

か
ら
ウ

及
び

エ
に
掲
げ
る
額

を
減
額
し
て
得

た
額
（
当
該

減
額
し
て

得
た
額
が

1
9
万
円

を
超
え

る
場

合
に
は
、
1
9万

円
）
並
び
に

同
条
第
４
項
本

文
の
介
護

納
付
金
課

税
額
か

ら
オ
及

び
カ

に
掲
げ
る
額
を

減
額
し
て
得
た

額
（
当
該
減

額
し
て
得

た
額
が
17
万
円
を

超
え
る

場
合

に
は
、
1
7
万
円

）
の
合
算
額
と

す
る
。
 

第
2
3
条

 
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
掲

げ
る

国
民

健
康

保
険

税
の

納
税

義
務

者
に

対
し

て
課
す

る
国
民

健
康
保

険
税
の
額

は
、
第

２
条

第
２
項
本
文
の

基
礎
課
税
額
か
ら

ア
及

び
イ
に

掲
げ
る

額
を
減

額
し
て
得

た
額
（

当
該

減
額
し
て
得
た

額
が

61
万
円
を
超

え
る

場
合
に

は
、
6
1万

円
）
、
同
条
第
３

項
本

文
の
後
期

高
齢
者

支
援
金
等
課

税
額
か

ら
ウ

及
び
エ

に
掲
げ

る
額
を

減
額
し
て

得
た
額
（
当

該
減
額
し
て
得

た
額
が
1
9
万
円
を

超
え

る
場
合

に
は
、
1
9万

円
）
並
び

に
同
条
第
４

項
本
文
の
介
護
納

付
金
課
税
額
か
ら
オ
及

び
カ
に

掲
げ
る

額
を
減

額
し
て
得

た
額
（

当
該

減
額
し
て
得
た

額
が

16
万
円
を
超

え
る

場
合
に

は
、
1
6
万
円
）

の
合
算
額

と
す
る
。
 

(
１
)
～
(
３
)
 

略
 

(
１
)
～

(
３
)
 

略
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限度額引上げによる影響について

限度額 単位：円

現状(a) 引上げ後(b) 差(b)-(a)

610,000 630,000 20,000

190,000 190,000 0

160,000 170,000 10,000

960,000 990,000 30,000

限度超過世帯数

現状(a) 引上げ後(b) 差(b)-(a) 被保険者数 世帯数

87 81 △ 6 11,663 7,640

201 201 0 11,663 7,640

103 87 △ 16 3,557 3,074

調定見込額 単位：円

現状(a) 引上げ後(b) 差(b)-(a)

757,753,164 759,455,152 1,701,988

331,243,781 331,243,781 0

115,481,550 116,412,319 930,769

1,204,478,495 1,207,111,252 2,632,757

 ※　令和2年11月04日現在の被保険者数、課税所得及び税率を用いて試算

後期分

介護分

合計

医療分

後期分

介護分

合計

（議案第１２号、参考資料）

医療分

後期分

介護分

医療分

－20－
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（議案第１２号、参考資料）写
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知
立
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
条

例
の

一
部
を

改
正
す

る
条
例
案

新
旧
対

照
表
（

第
１
条
関

係
）
 

（
議

案
第
１
３
号
、

参
考
資
料
）
 改
正
後
（
公
布
の
日
）
 

改
正
前
 

（
支
給
の
範
囲

）
 

（
支
給

の
範
囲

）
 

第
４
条
 
略
 

第
４

条
 
略
 

２
 
前
項
の
医
療
に

要
す
る
費
用
の

額
は
、
診
療
報
酬
の
算

定
方
法
の
例

に
よ
り

算
定
し

た
額

と
す
る
。
た
だ

し
、
現
に
要
し

た
費
用
の
額
を
超
え
る
こ

と
が
で
き

な
い
。
 

２
 

前
項
の

医
療
に

要
す
る
費
用

の
額
は
、
健
康

保
険

法
の

規
定

に
よ

る
療
養
に
要

す
る

費
用
の

額
の
算

定
方
法

の
例
に
よ

り
算
定
し

た
額
と

す
る
。
た
だ
し
、
現
に
要
し
た
費

用
の
額

を
超
え

る
こ
と

が
で
き
な

い
。
 

３
 
略
 

３
 

略
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知
立
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
条

例
の

一
部
を

改
正
す

る
条
例
案

新
旧
対

照
表
（

第
２
条
関

係
）
 

 

改
正
後
（
令
和

３
年
４
月
１
日
）

 
改
正

前
（
公

布
の
日
）
 

（
定

義
）
 

（
定
義

）
 

第
２
条
 
こ
の
条
例

に
お
い
て
「

子
ど
も
」
と

は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る

要
件
を

備
え
た

者
を

い
う
。
 

第
２

条
 
こ

の
条
例

に
お
い
て
「
子
ど
も
」
と
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
要
件
を

備
え
た

者
を
い

う
。
 

(
１
)
 
略
 

(
１
)
 

略
 

(
２
)
 
1
8歳

に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る

こ
と
。
 

(
２

)
 

出
生

の
日

以
後

1
5
年

を
経

過
す

る
日

の
属

す
る

年
度

の
末

日
ま

で
の

期
間

を

経
過

し
な
い

者
（
出
生
の
日
以

後
６

年
を

経
過
す
る

日
の
属
す

る
年
度
の
末
日
ま
で

の
期

間
を
経

過
し
た

者
で
あ
っ
て

、
知

立
市
障
害
者
医

療
費

支
給
条
例
（
昭

和
4
8年

知
立

市
条
例

第
3
7号

）
又

は
知

立
市

母
子

家
庭
等
医

療
費
支
給

条
例
（

昭
和
5
3
年
知

立
市

条
例

第
3
5
号

）
に

よ
り

医
療

費
の

助
成

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

を
除

く
。

）
で
あ

る
こ
と

。
 

２
 
こ
の
条
例
に
お

い
て
「
高
校
生
等
」
と
は
、
子
ど
も
の
う

ち
、
1
5歳

に
達
し
た

日
以

後
の

最
初
の
３
月
31
日
を
経
過
し
た

者
を
い
う
。
 

 

３
 
略
 

２
 

略
 

４
 
略
 

３
 

略
 

（
居

住
地
特
例
）
 

（
居
住

地
特
例

）
 

第
２
条
の
２
 

国
民
健
康
保

険
法
第
1
1
6
条
の
２
第

１
項

に
規
定

す
る
病
院

等
（

以
下

こ

の
条

に
お
い
て
「
病
院
等

」
と

い
う
。
）
に
入
院
等
（
以
下
こ
の
条

に
お

い
て
「

入
院

等
」
と
い
う

。
）
を
し
た

こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
区
域
外
に
住
所
を
変

更
し
た

と
認
め

ら
れ

る
者
で
、
1
8歳

に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で

の
間

に
あ
る

も
の
に

つ
い

て
は

、
前

条
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
こ

の
条

例
に

お
い

て
子

ど
も

と
す

る
。
 

第
２

条
の

２
 
国

民
健
康

保
険
法
第

1
1
6
条

の
２
第
１

項
に

規
定
す

る
病
院

等
（
以

下
こ

の
条
に

お
い
て
「
病
院
等
」
と
い

う
。
）
に
入

院
等
（
以
下
こ
の

条
に

お
い
て
「
入
院

等
」
と

い
う
。
）
を

し
た
こ
と
に
よ

り
、
本
市

の
区
域

外
に
住
所

を
変

更
し
た
と
認
め

ら
れ

る
出

生
の

日
以

後
1
5
年

を
経

過
す

る
日

の
属

す
る

年
度

の
末

日
ま

で
の

期
間

を

経
過
し

な
い
者

に
つ
い

て
は
、
前
条
第
１
項

の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
こ
の
条
例
に
お
い

て
子
ど

も
と
す

る
。
 

２
 
略
 

２
 

略
 

（
対

象
者
）
 

（
対
象

者
）
 

第
３
条
 
こ
の
条
例

に
よ
り
、
医

療
費
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で

き
る
者
（
以
下
「
対

象
者

」
と

い
う
。
）
は
、
社
会
保
険
各
法
に

よ
る
世
帯
主
、
被
保
険
者

又
は
組

合
員
で

あ
っ

て
、
子
ど
も
の
保
護
者
又
は

配
偶
者
で
あ
る

も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
高
校

生
等

第
３

条
 
こ

の
条
例

に
よ
り
、
医
療
費
の

支
給

を
受
け

る
こ
と
が

で
き
る

者
（
以
下
「
対

象
者
」
と
い

う
。
）
は
、
社
会

保
険
各
法
に
よ
る
世

帯
主
、
被
保
険
者
又
は
組
合
員
で

あ
っ
て

、
子
ど

も
の
保

護
者
で
あ

る
も
の
と

す
る
。
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改
正
後
（
令
和

３
年
４
月
１
日
）

 
改
正

前
（
公

布
の
日
）
 

が
社

会
保

険
各

法
に

よ
る

世
帯

主
、

被
保

険
者

又
は

組
合

員
で

あ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該
高
校
生
等

を
対
象
者
と
す

る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
ど

も
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に

該
当
す

る
と
き

は
、

当
該
子
ど
も
に

係
る
医
療
費
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
 

２
 

前
項
の

規
定
に

か
か
わ
ら
ず

、
次
の
各
号

の
い

ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
は
、
対

象
者

と
し
な

い
。
 

(
１
)
 
略
 

(
１
)
 

略
 

(
２
)
 
６
歳
に

達
し
た
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
を
経
過

し
た
者
で

あ
っ
て

、
知
立

市
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
（
昭
和
4
8
年

知
立
市
条
例
第
3
7
号

）
又
は
知
立
市
母
子

家
庭
等
医
療
費
支
給
条
例
（
昭
和
5
3
年
知
立

市
条
例
第
35
号

）
に
よ
り
医
療
費
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
 

 

(
３
)
 
高
校
生

等
で
あ
っ
て
、
知
立
市
精
神
障
害

者
医
療
費
支
給

条
例
（
平
成
1
3
年
知

立
市
条
例
第
4
0
号
）
に
よ

り
医
療
費
の
助
成

を
受
け
る
こ
と

が
で

き
る
も

の
（
同
条

例
第
２
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に

該
当
す
る
も
の

に
限
る
。

）
 

 

(
４
)
 
略
 

(
２
)
 

略
 

（
支

給
の
範
囲
）
 

（
支
給

の
範
囲

）
 

第
４
条
 
市
長
は

、
子
ど
も
（
高
校

生
等
を
除
く
。
）
の
疾
病
又
は
負
傷
に
つ
い
て
社

会

保
険

各
法
の
規
定
に

よ
る
医
療
に
関

す
る
給
付
が
行
わ
れ
た
場

合
（
附

加
給
付

に
あ
っ

て
は

、
当
該

給
付
が
行
わ
れ
る
場
合
を
含
む

。
）
に
お
い
て
、
当
該
医

療
に
関

す
る
給

付
の

額
（
そ
の
者
が

国
民
健
康
保
険

法
に
よ
る
療
養
の
給
付
を

受
け
た
と

き
は
、
当
該

療
養

の
給

付
の

額
か

ら
当

該
療

養
の

給
付

に
関

す
る

同
法

の
規

定
に

よ
る

一
部

負
担

金
に

相
当
す
る
額
を

控
除
し
た
額
と

す
る
。
）
が

当
該
医
療

に
要
す
る

費
用
の

額
に
満

た
な

い
と
き
は
、
そ
の
満
た
な
い

額
に
相
当
す
る

額
を
子
ど
も
医
療
費
（
以
下
「

医
療

費
」
と
い

う
。
）
と

し
て
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
疾
病

又
は
負
傷

に
つ
い

て
法
令

の
規

定
に

よ
り

国
又

は
地

方
公

共
団

体
の

負
担

に
よ

る
医

療
に

関
す

る
給

付
が

行
わ

れ
た

と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。
 

第
４

条
 
市

長
は
、
子
ど

も
の
疾
病

又
は

負
傷
に

つ
い
て
社

会
保
険
各
法

の
規

定
に
よ
る

医
療
に

関
す
る

給
付
が

行
わ
れ
た

場
合
（
附

加
給

付
に
あ
っ

て
は
、
当
該
給
付
が
行
わ

れ
る
場

合
を
含

む
。
）
に
お
い

て
、
当
該
医
療
に

関
す

る
給

付
の
額
（
そ
の

者
が
国
民

健
康
保

険
法
に

よ
る
療

養
の
給
付

を
受
け
た

と
き
は

、
当
該
療

養
の
給
付
の
額
か

ら
当

該
療

養
の

給
付

に
関

す
る

同
法

の
規

定
に

よ
る

一
部

負
担

金
に

相
当

す
る

額
を

控
除

し
た
額

と
す
る
。
）
が

当
該
医
療

に
要
す

る
費
用
の

額
に
満
た

な
い
と
き
は
、
そ
の

満

た
な
い

額
に
相

当
す
る

額
を
子
ど

も
医
療
費
（

以
下
「
医
療
費

」
と

い
う
。
）
と
し
て

支
給
す

る
。
た
だ
し

、
当
該
疾
病

又
は
負
傷
に

つ
い
て
法
令

の
規

定
に
よ

り
国
又

は
地

方
公
共

団
体
の

負
担
に

よ
る
医
療

に
関
す
る

給
付
が

行
わ
れ

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
 

２
 
市
長
は
、
高
校
生
等

の
疾
病
又
は
負

傷
に
つ
い
て
社
会

保
険
各
法
の

規
定
に

よ
る
医

療
に

関
す

る
給

付
（

入
院

に
係

る
療

養
の

給
付

に
限

る
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同

じ
。
）
が
行
わ
れ
た
場

合
（
附
加

給
付
に
あ
っ
て

は
当
該
給
付
が
行
わ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て

、
当
該

医
療
に
関
す
る

給
付
の
額
（
そ
の
者
が
国
民

健
康
保

険
法
に
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改
正
後
（
令
和

３
年
４
月
１
日
）

 
改
正

前
（
公

布
の
日
）
 

よ
る

療
養
の
給
付
を

受
け
た
と
き
は

、
当
該
療
養

の
給
付
の

額
か
ら
当

該
療
養

の
給
付

に
関

す
る

同
法

の
規

定
に

よ
る

一
部

負
担

金
に

相
当

す
る

額
を

控
除

し
た

額
と

す

る
。
）
が
当
該
医
療
に

要
す
る
費
用
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の

満
た
な

い
額
に

相
当

す
る
額
を
医
療

費
と
し
て
支
給

す
る
。
た
だ
し

、
当
該

疾
病
又
は

負
傷
に

つ
い
て

法
令

の
規

定
に

よ
り

国
又

は
地

方
公

共
団

体
の

負
担

に
よ

る
医

療
に

関
す

る
給

付
が

行
わ

れ
た
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な

い
。
 

３
 
前
２
項
の
医
療

に
要
す
る
費
用

の
額
は
、
診
療
報
酬
の
算

定
方
法
の

例
に
よ

り
算
定

し
た

額
と
す
る
。
た

だ
し
、
現
に
要

し
た
費
用
の
額
を
超
え
る

こ
と
が
で

き
な
い

。
 

２
 

前
項
の

医
療
に

要
す
る
費
用

の
額
は
、
診
療

報
酬

の
算

定
方

法
の

例
に
よ
り
算

定
し

た
額
と

す
る
。

た
だ
し

、
現
に
要

し
た
費
用

の
額
を

超
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
 

４
 
略
 

３
 

略
 

（
子

ど
も
医
療
費
受

給
者
証
）
 

（
子
ど

も
医
療

費
受
給

者
証
）
 

第
５
条
 
対
象
者
（
前
条

第
１
項
に
規
定

す
る
医
療
費
の
支

給
を
受
け
よ

う
と
す

る
者
に

限
る

。
）
は
、
市
長
に
申
請
し
、
規
則
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
条
例
に
よ
る

医
療

費
の
支
給
を
受

け
る
資
格
を
証

す
る
子
ど
も
医
療
費
受
給

者
証
（
以

下
「

受
給
者

証
」

と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
５

条
 
対

象
者
は

、
市

長
に
申
請

し
、
規
則
に

定
め

る
と
こ
ろ

に
よ

り
、
こ
の
条
例
に

よ
る
医

療
費
の

支
給
を

受
け
る
資

格
を
証
す

る
子
ど

も
医
療

費
受
給
者
証
（
以

下
「
受

給
者
証

」
と
い

う
。
）

の
交
付
を

受
け
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
 

（
支

給
の
方
法
）
 

（
支
給

の
方
法

）
 

第
７
条
 
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に

よ
る
医
療
費
の

支
給
は
、
当
該

医
療
費
を
医

療
機
関

等
に

支
払
う
こ
と
に

よ
っ
て
行
う
。
た
だ
し
、
市

長
が
特
別

の
理
由
が

あ
る
と

認
め
る

と
き

は
、
受
給
者
に

支
払
う
こ
と
に

よ
り
医
療
費
の
支
給
を
行

う
こ
と
が

で
き
る

。
 

第
７

条
 
第

４
条
第

１
項
の
規
定

に
よ
る
医
療
費
の

支
給
は

、
当
該
医

療
費

を
医
療

機
関

等
に
支

払
う
こ

と
に
よ

っ
て
行
う

。
 

２
 
第
４
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
る

医
療
費
の
支
給

は
、
当

該
医
療
費
を

対
象
者

に
支
払

う
こ

と
に
よ
っ
て
行

う
こ
と
と
す
る

。
 

 

３
 
第
４
条
第
４
項

の
規
定
に
よ
る

医
療
費
の
支
給

は
、
当

該
医
療
費
を

徴
収
金

に
充
当

す
る

こ
と
に
よ
っ
て

行
う
。
た
だ

し
、
市

長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と

認
め
る

と
き
は
、

受
給

者
に
支
払
う
こ

と
に
よ
り
医
療

費
の
支
給
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
 

２
 

第
４
条

第
３
項

の
規
定
に
よ

る
医
療
費
の
支
給

は
、
当

該
医

療
費

を
徴
収
金
に

充
当

す
る
こ

と
に
よ

っ
て
行

う
。
 

 
３
 

前
２
項

の
規
定

に
か
か
わ
ら

ず
、
市
長
が
特
別

の
理
由

が
あ
る
と

認
め
る

と
き
は
、

受
給
者

に
支
払

う
こ
と

に
よ
り
医

療
費
の
支

給
を
行

う
こ
と

が
で
き
る
。
 

（
損

害
賠
償
と
の
調

整
）
 

（
損
害

賠
償
と

の
調
整

）
 

第
９
条
 
市
長
は

、
対

象
者
が
、
子
ど
も
の
疾
病
又
は
負
傷

に
関
し
損

害
賠
償

を
受
け
た

と
き
は
、
そ
の

価
額
の
限
度
に

お
い
て
、
医
療

費
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
支
給
せ
ず
、 

第
９

条
 
市

長
は

、
受

給
者

が
、
子
ど
も
の

疾
病
又
は

負
傷

に
関

し
損

害
賠
償

を
受
け
た

と
き
は

、
そ
の
価

額
の
限

度
に

お
い
て

、
医

療
費
の
全
部
若
し

く
は
一

部
を
支
給
せ
ず

、 
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5
/
5
 

改
正
後
（
令
和

３
年
４
月
１
日
）

 
改
正

前
（
公

布
の
日
）
 

又
は

既
に
支
給
し
た

医
療
費
の
額
に

相
当
す
る
金
額
を
返
還
さ

せ
る
こ
と

が
で
き

る
。
 

又
は
既

に
支
給

し
た
医

療
費
の
額

に
相
当
す

る
金
額

を
返
還

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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1
/
3
 

知
立
市

障
害
者

医
療

費
支
給
条
例
の

一
部
改

正
案
新

旧
対
照

表
（
第
１
条

関
係

）
 

（
議

案
第
１
４
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
支

給
の
範
囲
）
 

（
支
給

の
範
囲

）
 

第
４
条
 
略
 

第
４

条
 
略
 

２
 
前
項
の
医
療
に

要
す
る
費
用
の

額
は
、
診
療
報
酬
の
算

定
方
法
の
例

に
よ
り

算
定
し

た
額

と
す
る
。
た
だ

し
、
現
に
要
し

た
費
用
の
額
を
超
え
る
こ

と
が
で
き

な
い
。
 

２
 

前
項
の

医
療
に

要
す
る
費
用

の
額
は
、
健
康

保
険

法
の

規
定

に
よ

る
療
養
に
要

す
る

費
用
の

額
の
算

定
方
法

の
例
に
よ

り
算
定
し

た
額
と

す
る
。
た
だ
し
、
現
に
要
し
た
費

用
の
額

を
超
え

る
こ
と

が
で
き
な

い
。
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2
/
3
 

知
立

市
母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給

条
例
の

一
部
改

正
案
新
旧

対
照

表
（

第
２
条
関
係
）
 

 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
母

子
家
庭
等
医
療

費
の
支
給
）
 

（
母
子

家
庭
等

医
療
費

の
支
給
）

 

第
４
条
 
略
 

第
４

条
 
略
 

２
 
前
項
の
医
療
に

要
す
る
費
用
の

額
は
、
診
療
報
酬
の
算

定
方
法
の
例

に
よ
り

算
定
し

た
額

と
す
る
。
た
だ

し
、
現
に
要
し

た
費
用
の
額
を
超
え
る
こ

と
が
で
き

な
い
。
 

２
 

前
項
の

医
療
に

要
す
る
費
用

の
額
は
、
健
康

保
険

法
（
大

正
1
1
年

法
律

第
7
0号

）
の

規
定

に
よ

る
療

養
に

要
す

る
費

用
の

額
の

算
定

方
法

の
例

に
よ

り
算

定
し

た
額

と
す

る
。
た

だ
し
、

現
に
要

し
た
費
用

の
額
を
超

え
る
こ

と
が
で

き
な
い
。
 

３
・
４
 
略
 

３
・

４
 
略
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3
/
3
 

知
立

市
精
神
障
害
者
医
療
費
支
給

条
例
の

一
部
改

正
案
新
旧

対
照

表
（

第
３
条
関
係
）
 

 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
精

神
障
害
者
医
療

費
の
支
給
）
 

（
精
神

障
害
者

医
療
費

の
支
給
）

 

第
４
条
 
略
 

第
４

条
 
略
 

２
 
前
項
の
医
療
に

要
す
る
費
用
の

額
は
、
診
療
報
酬
の
算

定
方
法
の
例

に
よ
り

算
定
し

た
額

と
す
る
。
た
だ

し
、
現
に
要
し

た
費
用
の
額
を
超
え
る
こ

と
が
で
き

な
い
。
 

２
 

前
項
の

医
療
に

要
す
る
費
用

の
額
は
、
健
康

保
険

法
（
大

正
1
1
年

法
律

第
7
0号

）
の

規
定

に
よ

る
療

養
に

要
す

る
費

用
の

額
の

算
定

方
法

の
例

に
よ

り
算

定
し

た
額

と
す

る
。
た

だ
し
、

現
に
要

し
た
費
用

の
額
を
超

え
る
こ

と
が
で

き
な
い
。
 

３
・
４
 
略
 

３
・

４
 
略
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1
/
2
 

知
立
市

道
路
構
造
の
技
術
的
基
準
を

定
め
る

条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条

例
案

新
旧
対
照

表
 

（
議

案
第
１
５
号
、

参
考
資
料
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
車

線
の
分
離
等
）
 

（
車
線

の
分
離

等
）
 

第
５
条

 
略
 

第
５

条
 
略
 

２
～
６

 
略
 

２
～

６
 
略
 

７
 
分

離
帯
に
路
上
施

設
を
設
け
る
場
合

は
、
当
該
中
央
帯
の

幅
員
は
、
令
第

4
2条

第
１

項
に

お
い
て
準
用
す

る
令
第
1
2
条
の

建
築
限
界
を
勘
案
し
て
定

め
る
も
の

と
す
る

。
 

７
 

分
離
帯

に
路
上

施
設
を
設
け

る
場
合
は
、
当
該
中
央
帯
の

幅
員
は
、
令
第
4
1条

第
１

項
に
お

い
て
準

用
す

る
令
第
1
2
条
の

建
築
限

界
を

勘
案
し
て
定
め

る
も

の
と
す
る
。
 

（
自

転
車
道
）
 

（
自
転

車
道
）
 

第
９
条

 
略
 

第
９

条
 
略
 

２
・
３

 
略
 

２
・

３
 
略
 

４
 

自
転

車
道

に
路

上
施

設
を

設
け

る
場

合
は

、
当

該
自

転
車

道
の

幅
員

は
、

令
第

4
2

条
第

１
項

に
お

い
て

準
用

す
る

令
第

1
2
条

の
建

築
限

界
を

勘
案

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

４
 

自
転

車
道

に
路

上
施

設
を

設
け

る
場

合
は

、
当

該
自

転
車

道
の

幅
員

は
、

令
第

4
1

条
第

１
項

に
お

い
て

準
用

す
る

令
第

1
2
条

の
建

築
限

界
を

勘
案

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る
。
 

５
 
略
 

５
 

略
 

（
立

体
交
差
）
 

（
立
体

交
差
）
 

第
2
9
条

 
略
 

第
2
9
条
 
略
 

２
・
３

 
略
 

２
・

３
 
略
 

４
 
連

結
路
に
つ
い
て

は
、
第
４
条
か
ら

第
７
条
ま
で
、
第

1
4
条
、
第

1
6
条
、

第
1
7条

、

第
1
9
条
か
ら
第
2
1条

ま
で
、
第
2
3
条
及
び
第

2
6条

並
び
に
令
第
4
2
条
第
１

項
に
お

い
て

準
用

す
る
令
第
1
2条

の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。
 

４
 

連
結
路

に
つ
い

て
は
、
第
４

条
か
ら
第
７
条
ま

で
、
第

1
4
条
、
第
1
6
条
、

第
1
7条

、

第
1
9
条

か
ら
第

2
1条

ま
で
、
第
2
3
条
及
び
第
2
6条

並
び
に
令
第

4
1
条
第
１
項
に
お

い
て

準
用
す

る
令
第

1
2条

の
規
定
は

、
適
用
し
な

い
。
 

（
附

帯
工
事
等
の
特

例
）
 

（
附
帯

工
事
等

の
特

例
）
 

第
3
8
条

 
道

路
に

関
す

る
工

事
に

よ
り

必
要

を
生

じ
た

他
の

道
路

に
関

す
る

工
事

を
施

行
し

、
又
は
道
路
に
関
す
る
工
事
以
外
の
工

事
に
よ
り
必
要
を
生

じ
た
道
路
に
関
す
る

工
事

を
施
行
す
る
場

合
に
お
い
て
、
第
４
条
か
ら
前
条
ま
で

の
規
定
（
第
７

条
、
第
1
4

条
、

第
1
5
条

、
第

2
5
条

、
第

2
7
条

、
第

3
2
条

及
び

第
36

条
を

除
く

。
）

及
び

令
第

4
2

条
第

１
項

に
お

い
て

準
用

す
る

令
第

1
2
条

の
規

定
に

よ
る

基
準

を
そ

の
ま

ま
適

用
す

る
こ

と
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

に
よ
る

基
準
に

よ
ら

な
い

こ
と
が
で
き
る

。
 

第
3
8
条

 
道

路
に

関
す

る
工

事
に

よ
り

必
要

を
生

じ
た

他
の

道
路

に
関

す
る

工
事

を
施

行
し
、
又
は
道

路
に
関

す
る
工
事
以

外
の

工
事
に

よ
り
必
要

を
生
じ
た
道

路
に
関

す
る

工
事
を

施
行
す

る
場

合
に
お
い

て
、
第
４

条
か

ら
前
条
ま
で
の

規
定
（
第
７
条
、
第

1
4

条
、

第
1
5
条

、
第

2
5
条

、
第

2
7
条

、
第

3
2
条

及
び

第
36

条
を

除
く

。
）

及
び

令
第

4
1

条
第

１
項

に
お

い
て

準
用

す
る

令
第

1
2
条

の
規

定
に

よ
る

基
準

を
そ

の
ま

ま
適

用
す

る
こ
と

が
適
当

で
な

い
と
認
め

ら
れ
る
場
合

は
、
こ
れ

ら
の
規

定
に
よ

る
基
準

に
よ
ら

な
い
こ

と
が
で

き
る

。
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2
/
2
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
自

転
車
専
用
道
路

及
び
自
転
車
歩

行
者
専
用
道
路
）
 

（
自
転

車
専
用

道
路

及
び
自
転

車
歩
行
者
専

用
道

路
）
 

第
4
0
条

 
略
 

第
4
0
条
 
略
 

２
 
略
 

２
 

略
 

３
 
自

転
車
専
用
道
路

又
は
自
転
車
歩
行

者
専
用
道
路
に
路

上
施
設
を

設
け
る

場
合
は
、

当
該

自
転
車
専
用
道

路
又
は
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
の
幅
員

は
、
令
第

4
2
条
第

１
項

に
お

い
て

準
用

す
る

令
第

39
条

第
４

項
の

建
築

限
界

を
勘

案
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

３
 

自
転
車

専
用
道

路
又
は
自
転

車
歩
行
者
専
用
道

路
に
路

上
施
設
を

設
け
る

場
合
は
、

当
該
自

転
車
専

用
道

路
又
は
自

転
車
歩
行
者

専
用

道
路
の
幅

員
は
、
令
第
4
1
条
第

１
項

に
お

い
て

準
用

す
る

令
第

39
条

第
４

項
の

建
築

限
界

を
勘

案
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

４
 
略
 

４
 

略
 

５
 
自

転
車
専
用
道
路

及
び
自
転
車
歩
行

者
専
用
道
路
に
つ

い
て
は
、
第
３
条
か
ら

第
38

条
ま

で
及
び
前
条
第

１
項
並
び
に
令

第
42
条
第
１
項
に
お
い
て

準
用
す
る

令
第
４

条
、

第
1
2
条
及
び
第
3
5条

第
２
項
か
ら
第

４
項
ま
で
の
規
定
（
自
転
車

歩
行
者

専
用
道

に
あ

っ
て

は
、
第
1
2
条
を

除
く
。
）
は
、

適
用
し
な
い
。
 

５
 

自
転
車

専
用
道

路
及
び
自
転

車
歩
行
者
専
用
道

路
に
つ

い
て
は
、
第
３
条
か
ら

第
38

条
ま
で

及
び
前

条
第

１
項
並
び

に
令
第

41
条

第
１

項
に
お
い
て
準

用
す

る
令
第
４
条

、

第
1
2
条

及
び
第

3
5条

第
２
項
か

ら
第
４
項
ま

で
の

規
定
（
自
転

車
歩
行

者
専
用

道
に
あ

っ
て
は

、
第
1
2
条
を

除
く
。
）

は
、
適
用
し

な
い

。
 

（
歩

行
者
専
用
道
路

）
 

（
歩
行

者
専
用

道
路

）
 

第
4
1
条

 
略
 

第
4
1
条
 
略
 

２
 
歩

行
者
専
用
道
路

に
路
上
施
設
を
設

け
る
場
合
は
、
当
該

歩
行
者
専
用
道
路
の
幅
員

は
、
令
第
4
2条

第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る

令
第
4
0
条
第
３
項
の

建
築
限
界
を
勘
案
し

て
定

め
る
も
の
と
す

る
。
 

２
 

歩
行
者

専
用
道

路
に
路
上
施

設
を
設
け
る
場
合

は
、
当

該
歩

行
者
専

用
道
路

の
幅
員

は
、
令

第
4
1条

第
１
項

に
お
い
て
準

用
す

る
令
第

4
0
条
第
３
項

の
建
築
限
界
を
勘
案
し

て
定
め

る
も
の

と
す

る
。
 

３
 
略
 

３
 

略
 

４
 

歩
行

者
専

用
道

路
に

つ
い

て
は

、
第

３
条

か
ら

第
1
1
条

ま
で

、
第

1
3
条

か
ら

第
3
8

条
ま

で
及

び
第

39
条

第
１

項
並

び
に

令
第

42
条

第
１

項
に

お
い

て
準

用
す

る
令

第
４

条
、

第
1
2条

及
び
第

3
5
条
第
２
項
か

ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
は

、
適
用
し

な
い
。
 

４
 

歩
行

者
専

用
道

路
に

つ
い

て
は

、
第

３
条

か
ら

第
1
1
条

ま
で

、
第

1
3
条

か
ら

第
3
8

条
ま

で
及

び
第

39
条

第
１

項
並

び
に

令
第

41
条

第
１

項
に

お
い

て
準

用
す

る
令

第
４

条
、
第

1
2条

及
び
第

3
5
条
第
２

項
か
ら
第
４

項
ま

で
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。
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（
議
案
第
１
８
号
、
参
考
資
料
）

廃
止

路
線

整
理
番
号

路
　
線
　
名

起
　
　
　
点

終
　
　
　
点

延
長
（
ｍ
）

幅
員
（
ｍ
）

備
 
 
考

3
0
2
4

宝
町
新
富
線

宝
町
塩
掻

新
富
１
丁
目

8
1
2
.
0

1
0
.
7
～
1
8
.
0

知
立
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

3
0
3
7

新
富
５
号
線

新
富
１
丁
目

新
富
１
丁
目

5
2
.
5

4
.
0
～
6
.
2

知
立
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

2
0
3
5

東
栄
１
号
線

東
栄
１
丁
目

東
栄
１
丁
目

1
9
.
0

3
.
0
～
8
.
2

知
立
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業

関
連
街
路
事
業

合
計

３
路
線

8
8
3
.
5

認
定

路
線

整
理
番
号

路
　
線
　
名

起
　
　
　
点

終
　
　
　
点

延
長
（
ｍ
）

幅
員
（
ｍ
）

備
 
 
考

3
0
2
4

宝
町
新
富
線

宝
町
塩
掻

新
富
１
丁
目

7
7
8
.
0

1
0
.
7
～
1
8
.
0

知
立
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

1
2
7
5

山
屋
敷
町
３
５
号
線

山
屋

敷
町
山
屋
敷

山
屋
敷
町
山
屋
敷

1
7
2
.
4

6
.
0
～
1
0
.
6

民
間
土
地
開
発
事
業

1
2
7
6

八
橋
町
１
１
１
号
線

八
橋
町
城
下

八
橋
町
城
下

1
9
9
.
7

6
.
0
～
9
.
4

民
間
土
地
開
発
事
業

合
計

３
路
線

1
,1
5
0
.
1
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